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我々の研究グループでは、磁化プラズマを対

象に、プラズマ全域を網羅する可視光や赤外光

の発光強度観測を通じてマルチスケール乱流

の全体像を明らかにするためのトモグラフィ

ーシステムを開発している。現在特に力を入れ

ているのは、直線プラズマを対象にした観測シ

ステムの整備である[A. Fujisawa, PPCF2016]。タ

ーゲットプラズマはこれまで乱流揺動の研究

が丹念になされてきたアルゴンプラズマであ

る [T. Yamada, Nat. Phys2008, Y. Nagashima, 

POP2009, T. Kobayashi, POP2016, S. Inagaki, Sci. 

Rep. 2016, H. Arakawa, Sci. Rep. 2016]。観測対象

の発光はアルゴンイオンやアルゴン中性ガス

からの線スペクトル発光であり、一般的には密

度や温度の非線形関数になっている。特に、プ

ラズマ周辺部では電子温度が低いと考えられ、

発光強度が単純な密度の関数にはならないと

考えられる。そこで、本研究ではトモグラフィ

ーシステムと並行して、トモグラフィーと比較

できる程度に高速で電子温度や電子密度デー

タを取得するために静電プローブ計測を行っ

ている。図1は、(a)電子温度（左軸）と電子密

度（右軸）の平均値の径方向分布、(b)浮遊電位

とプラズマ電位の平均値の径方向分布、(c)小半

径位置4 cmの規格化密度揺動（左軸）と規格化

ポテンシャル揺動（右軸）の時間発展（100 kHz

サンプリング）を示している。放電条件は、ガ

ス圧1 mTorr、磁場900 G、高周波電力は2 kWで

ある。密度勾配の強い4 cmで密度とポテンシャ

ルの規格化揺動成分の時間発展を見ると、2.5 

kHz程度の揺動について、振幅と位相がほぼ等

しい様子が観測された。この揺動はドリフト波

と考えられており、それと矛盾しない結果が得

られたことから、トモグラフィーデータと比較

できる局所揺動データが静電プローブで得ら

れたと考えられる。講演では、トモグラフィー

と静電プローブそれぞれの局所データを比較

する予定である。本研究は科学研究費補助金
(16K13921, 23246162, 26420852, 15H02335, 

15H02155)の支援を受けた。 
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図 1:(a)電子温度・密度分布、(b)浮遊電位、空間

電位分布、(c)規格化密度・電位揺動の時間発展。 


